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第九次福井市総合計画審議会 第１回全体会 

 

■開催日時：令和７年７月24日（木）10:00～12：00 

 

■開催場所：福井市役所 上下水道局５階 大ホール 

 

■出席者：別紙のとおり 

 

■会議内容 

１．開会（市民憲章唱和） 

○司  会 

 それでは、定刻となりましたので、ただいまから第九次福井市総合計画審議会第１回全体会を開催

いたします。 

 まず初めに、福井市市民憲章の唱和を行いますので、恐れ入りますがご起立願います。 

 市民憲章は、お手元に配付しております会議次第の裏面に記載してございますので、ご覧ください。

私が前文を朗読しますので、引き続き１番からご唱和をお願いいたします。なお、実践目標につきまし

ても併せてご唱和をお願いします。 

（福井市市民憲章唱和） 

○司  会 

 ありがとうございました。どうぞご着席ください。 

 皆様方におかれましては、公私とも大変お忙しいところ、ご出席いただき誠にありがとうございます。 

 なお、本日、竹本祐司様、田中香苗様、田中典子様、坪川彩花様、三寺潤様からはご欠席の連絡を

いただいておりますので、ご報告いたします。 

 

２．委嘱状交付 

○司  会 

 それでは、全体会の開催に先立ちまして、福井市総合計画審議会委員の委嘱状交付を行います。 

 ご委嘱申し上げる皆様は、お手元に配付しております資料の２枚目、委員名簿及び３枚目、座席表

に掲載のとおりでございます。 

 なお、本来であればお一人ずつ市長から委嘱状をお渡しするところでございますが、会議進行の都

合上、大変恐れ入りますが代表受領とさせていただきたいと存じます。代表以外の皆様の委嘱状に

つきましては、あらかじめお席のほうに配付させていただいておりますので、何とぞご了承を願います。 

 それでは、委員を代表いたしまして、藤田涼輔様に委嘱状をお渡しいたします。 

 藤田様、前のほうにお願いいたします。 

○市  長 

――――― 委嘱状交付 ――――― 

 委嘱状 藤田涼輔様。 

 福井市総合計画審議会委員を委嘱します。委嘱期間は、令和７年７月１日から令和９年６月30日ま

でとします。 

 令和７年７月24日 福井市長 西行茂。 

 どうかよろしくお願いいたします。 
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○司  会 

 ありがとうございました。 

 お席へお戻りください。 

 

３．市長あいさつ 

○司  会 

 それでは、ここで西行福井市長からご挨拶を申し上げます。 

○市  長 

 皆さん、おはようございます。福井市総合計画審議会の第１回の全体会の開催に当たりまして、一

言ご挨拶を申し上げたいと思います。 

 今ほど福井市総合計画審議会委員の委嘱をさせていただきました。皆様には大変お忙しい中、快く

お引受けをいただきまして誠にありがとうございます。厚くお礼を申し上げます。 

 また、日頃から市政推進に対しまして深いご理解とまたご協力、関心をお持ちいただきましたこと、こ

の場を借りしまして改めてお礼を申し上げたいというふうに思います。 

 この総合計画の位置付けでございますが、第九次福井市総合計画は、本市における言わば最上位

の計画になっております。これは、行政運営、そしてまたまちづくり等全ての行政運営に係る総合的な

指針といいますか、そういった道しるべといったものであります。そういった意味からも、私は市政運営

においてもやはり同じ姿勢でおりますが、市民の皆様方のしっかりと意見を聞いていこう、耳を傾けて

いこうということが大事だというふうに常々思っているところでございます。 

 こういった中で、次期 第九次の総合計画の策定に当たりましては、これまでに若い人たちの意見を

聞くというワーキングをしたり、あるいは市民の皆様方、団体の皆様方としっかりと意見交換をさせて

いただきました。また、その中で、いろいろなアイデアあるいは考え方といったようなものをいただいて

おります。それもしっかりと反映できればというふうに思っています。 

 皆様方には、本日より審議が始まるわけでございますが、そういったことも踏まえながら、ここにおら

れる皆様方それぞれの分野で、様々な角度からご議論いただく中で、しかも５年あるいは10年を見

据えたような、そんな形の総合計画ができればというふうに思っています。皆様方の一層のご理解と、

そしてまたご協力、そしてまたご尽力をお願いできればというふうに考えております。今日から始まりま

すので、どうかひとつよろしくお願いをいたします。 

 

４．会長及び副会長の選出 

○司  会 

 次に、会長及び副会長の選出を行います。 

 事務局からご説明を申し上げます。 

○事務局 

 お手元の資料１ 福井市総合計画審議会設置条例をご覧ください。 

 この福井市総合計画審議会設置条例は、審議会の組織及び運営に関し必要な事項を定めたもの

でございます。 

 会長及び副会長につきましては、第４条に規定されており、会長及び副会長をお一人ずつ委員の互

選によって選ぶことになっております。 

 いかがしましょうか。 

○委  員 

 何か事務局のほうで案がありましたらよろしくお願いいたします。 
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○事務局 

 ただいま事務局の案という意見がございましたので、ご提示させていただいてよろしいでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 それでは、事務局からの案をご提示させていただきます。 

 会長には、前回の第八次総合計画審議会の会長は当時の福井大学学長の上田孝典氏に就任し

ていただいております。今回も同様に、学識経験のお立場としてご出席いただいております福井大学

学長の内木宏延委員にお願いしたいと考えております。また、副会長につきましては、本市の各種審

議会等でのご活躍、ご実績を踏まえまして、福井市連合婦人会会長の田村洋子委員にお願いした

いと存じますが、いかがでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 皆様のご同意をいただきましたので、会長を内木宏延委員に、副会長を田村洋子委員にお願いし

たいと存じます。 

○司  会 

 それでは、恐れ入りますが、内木委員、田村委員は、会長、副会長の席のほうにご移動のほうをお願

いいたします。 

   〔内木委員、田村委員、会長席、副会長席に移動〕 

 それでは、会長及び副会長より一言ご挨拶を頂戴したいと存じます。 

 最初に、内木会長、よろしくお願いいたします。 

○会  長 

 皆さん、おはようございます。ただいま会長にご指名いただきました福井大学の内木と申します。この

４月より学長を務めております。 

 この会の冒頭で、皆で市民憲章を唱和しましたけれども、あの市民憲章に書かれておりますような、

まちがいろんな意味で元気で、かつそこに暮らす人々が充実した人生を送れるような福井市になる

ために、この会があるんだと思います。心を込めて会長職を務めたいと思いますので、どうぞ皆様よろ

しくお願い申し上げます。 

○司  会 

 それでは、田村副会長、よろしくお願いいたします。 

○副会長 

 おはようございます。私もこの総合計画に関わらせていただくということは、市民の一員として本当に

責任のあることだと思っております。なので、市民の代表、そして女性の代表としてもこの中でたくさん

のことを学び、皆さんと共に学習をして、少しでもこの福井市民に、ああ福井でよかった、こういう計画

ができたということを皆さんにお示しできるようなすばらしい審議会、第九次の福井市総合計画にな

るよう一生懸命努力をしてまいりますので、どうぞよろしくお願いをいたします。 

○司  会 

 ありがとうございました。 

 

５．第九次福井市総合計画の諮問 

○司  会 

 引き続き、総合計画の諮問を行います。 

 福井市総合計画審議会設置条例第１条に基づき、市長から審議会に諮問をいたします。 

 内木会長、前のほうによろしくお願いいたします。 
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○市  長 

――――― 諮問 ――――― 

 福井市総合計画審議会会長 内木宏延様。 

 福井市総合計画審議会設置条例第１条の規定に基づき、第九次福井市総合計画について、貴審

議会の意見を求めます。 

 よろしくお願いいたします。 

○司  会 

 ありがとうございました。内木会長はお席にお戻りください。 

 それでは、ここで市長は退席をさせていただきます。 

○市  長 

 よろしくお願いいたします。 

   〔西行福井市長、退席〕 

○司  会 

 それでは、議事に入ります前に本日の資料の確認をさせていただきます。 

 まず、お手元に配付しております１枚目、福井市総合計画審議会第１回全体会の次第、それから２

枚目が委員名簿、そして３枚目が座席表でございます。 

 そして、会議資料といたしましては、お手元のパソコンのほうで確認をお願いいたします。 

 資料１ 福井市総合計画審議会設置条例、資料２ 第九次福井市総合計画の策定について、資料

３ 専門部会別名簿（案）、資料４ 総合計画審議会の進め方、資料５ 専門部会の審議事項となって

おります。 

 また、審議の際の参考資料といたしまして、黄色いフォルダの中にデータを格納しております、参考１

総合計画のレポート2022、2023、2024、参考２ 第八次福井市総合計画令和６年度ＫＰＩ達成状

況、以下、福井市の現状データ集、若者ワークショップ グラフィックレコード、地域づくりミーティング

での主な意見、これまでの意見交換等における主な意見となっております。 

 資料に不備等はございませんでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、条例第５条に基づき、会長に議事の進行をお願いすることとなっておりますので、内木会

長、よろしくお願いいたします。 

 

６．議事 

○会  長 

 それでは、議事に入りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 まず、この総合計画審議会についてですが、本日のように委員全員にお集まりいただく全体会と４

つの専門部会があります。本日は、答申作成に係る全体的な事項について審議いたしますが、後日、

各専門部会において詳細に審議していただきます。 

 専門部会での審議を踏まえて、最終的に全体会で答申として取りまとめ、市長に報告いたします。 

 本日は、次第に従い、審議を進めていきたいと思います。 

 

（１）第九次福井市総合計画の策定について 

○会  長 

 それでは、会議次第の６(1)第九次福井市総合計画の策定についてを事務局から説明してくださ

い。 
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○事務局 

 資料２ 第九次福井市総合計画の策定についてをご覧ください。 

 この資料を中心に説明させていただきます。 

 座って説明させていただきます。 

 本市では、総合的、計画的に行政を運営するために総合計画を策定し、各種施策を推進しておりま

す。現在の第八次の総合計画が来年度、令和８年度末をもって終了することから、今年度から次期の

計画を策定するものです。今回の計画は、これまで以上に市民の意見を取り入れ、策定したいと考え

ております。 

 計画の名称は第九次福井市総合計画とし、計画期間は令和９年度から13年度末までの５年間と

します。今回の計画の構成は、将来都市像、政策、施策の階層とし、市民に届きやすいシンプルな計

画を目指していきたいと考えております。また、総合計画策定後に主要な事業や数値目標について

は、来年度策定する実施計画に盛り込んでいきたいと考えております。 

 ２ページをお願いします。 

 将来都市像については、審議会委員の合意によって決めたいと思っております。 

 これまでの計画は、将来都市像や政策、施策がある程度行政で練られたものを審議会の皆様に諮

問という形でお示しし、協議しておりました。今回の計画につきましては、本日の審議会や第１回の専

門部会での皆様からいただいた意見を参考にしながら行政で練って、第２回の専門部会以降に示

すような形を取っていきたいと考えております。 

 ３ページをお願いします。 

 策定体制になります。 

 先ほど市長から審議会の内木会長に諮問がありましたが、この後、審議会や各専門部会で協議

し、１月に福井市総合計画審議会から市長に答申することになります。今年度末頃にパブリックコメン

トを実施後、総合計画につきましては、来年６月の市議会で議決をいただく形になります。 

 また、庁内組織として、総務部長を会長とし、各部局の次長級職員で構成する策定会議を設置して

おります。策定会議のメンバーも本日出席していただいておりますが、各専門部会においても関係す

るメンバーは出席予定となっております。 

 ４ページをお願いします。 

 先ほど申し上げましたが、今回の計画は、これまで以上に多くの意見を取り入れた計画にしたいと

考えております。 

 まずは、若者ワークショップを開催しました。そのときに出た意見につきましては、グラフィックレコード

にまとめております。グラフィックレコードは、参考資料の４でございます。また、事務局である総合政策

課はもちろんですが、庁内の各部局においても関係団体との意見交換を行っているほか、各所属内

での意見交換も行っております。さらに意見募集のための電子フォームも開設しております。これらの

意見募集に先月末までで440件の意見が集まっており、年内は継続して意見募集をしていきたいと

考えております。 

 ５ページ目が各部局による意見交換の様子となっております。 

 ４月以降、庁内各部局、各所属が中心となって総合計画について関係団体との意見交換会を行っ

ております。また、同様に、庁内においても様々な所属内において意見交換を行ってまいりました。福

井市のこれまでの総合計画と比較しても、これだけ意見交換を行った計画はないと感じております。 

 意見交換や意見募集につきましては、先ほど申しましたとおり12月頃まで続けていきたいと考えて

おります。 

 ６ページをお願いします。 
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 ６ページから７ページは、今後の社会情勢の変化、時代の潮流を踏まえたポイントとなっております。 

 最初に、１ 新幹線開業効果の維持・広域化です。 

 新幹線開業後は、首都圏をはじめ全国から多くの観光客が訪れております。そのにぎわい効果を持

続させるとともに、市全域に波及させていくことが重要となっております。 

 次に、２ 付加価値創出型の新しい地方経済の創生では、これまで十分に活用されてこなかった文

化やスポーツ等の様々な地域資源を最大限活用し、付加価値創出型の新しい産業や事業を創出し

ていくことが重要になると考えております。 

 ３ 少子高齢化・人口減少社会への挑戦です。 

 今後、人口減少のペースが遅くなるとしても、当面は人口、特に生産年齢人口が減少するという事

態を正面から受け止めた上で、人口維持や人口増加策と併せまして、人口規模が縮小しても経済が

成長し、社会を機能させる順応策を講じていくことが必要となってきております。 

 次に、４ こどもまんなか社会の実現です。 

 福井市では、こども政策の基本理念であるこども未来条例、基本理念を具体化するためのこども未

来計画を策定しており、こどもまんなか社会の実現に向けた取組を推進していきます。 

 ５ 防災・減災対策の強化では、大規模な地震や多発する風水害など自然災害から市民の生命や

暮らしを守るため、平時からの備えに注力するほか、防災・減災対策を強化していく必要があります。 

 次のページをお願いします。 

 ６ 社会資本の強靱化です。 

 1950年代半ばから70年代にかけての高度成長期に集中的に整備された道路や河川、上下水道

施設など社会資本の老朽化が進んでおります。また、全国各地でも問題になっております。本市にお

いても、地域の安全を守るために、安全対策等の強化をする必要があります。 

 ７ 脱炭素社会の実現では、本市では令和７年度から12年度までを期間とします地球温暖化対策

実行計画 福井市脱炭素アクションプランを策定しており、市民の脱炭素型ライフスタイルの転換な

ど、環境負荷の低減に取り組む必要があります。 

 次に、８ 先端技術の活用及び人材育成です。 

 労働力不足の課題解決に向けて、生成ＡＩやＩＣＴなど先端技術を活用した産業の育成や、行政サ

ービスの効率化を進める必要があります。あわせて、先端技術を扱う人材育成にも力を入れる必要

があります。 

 ９ 安全・安心社会の実現では、特殊詐欺、匿流による組織犯罪等、市民の生活環境を脅かす事案

について、関係機関と連携しながら対策を強化する必要があります。 

 10 ＳＤＧｓの推進では、誰一人取り残さない社会の実現を目指した、2030年度を期限とする国際

目標の達成に寄与するため、ＳＤＧｓを踏まえた取組を推進してまいります。 

 説明は以上になります。 

○会  長 

 ありがとうございました。 

 それでは、委員の皆様からのご意見、ご質問をお受けしたいと思います。 

 どうぞ、ご自由にご発言ください。 

 なお、ご発言されるときには挙手をしていただき、お名前をお願いいたします。 

 それでは、どうぞ。 

 いかがでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 特にございませんようでしたら、また後ほど１分間ずつお話しいただくような機会もありますので、そ
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の折に皆さんのお考えを伺いたいと思います。 

 それでは、次に進ませていただきます。 

 

（２）専門部会について 

○会  長 

 次に、議事６の(2)専門部会についてを事務局から説明してください。 

○事務局 

 専門部会について説明させていただきます。 

 資料１ 福井市総合計画審議会設置条例をご覧ください。 

 第６条に、会長は、専門の事項を調査、審議するため、審議会に専門部会（以下「部会」という。）を

置くことができると規定されております。その２項には、部会に属する委員は、会長が指名すると規定

されております。 

 以上です。 

○会  長 

 ありがとうございました。 

 総合計画は、先ほどの説明にありましたように審議内容が多岐にわたるため、審議会に専門員会を

設置し、そこで分野ごとに十分な議論をしていただきたいと思います。専門部会は、まち分野を第１部

会で、くらし分野を第２部会で、しごと・地域資源分野を第３部会で、ひと分野を第４部会とし、以上４

部会としたいと思います。 

 次に、専門部会の委員については、資料３の専門部会別名簿（案）をご覧ください。 

 委員の配属は私が指名することになっておりますが、皆様、ご承認いただけますでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 次に、各専門部会の部会長を決めたいと思います。 

 事務局より説明をしてください。 

○事務局 

 それでは、専門部会の部会長について説明させていただきます。 

 第６条の３項には、部会には部会長を置き、会長の指名する委員がこれに当たる、４項には、部会長

は部会の事務を掌理すると規定されております。部会長は会長から指名され、部会長は部会の進行

など、部会の取りまとめを行います。 

 以上になります。 

○会  長 

 ありがとうございました。 

 それでは、規定によりまして、各専門部会の部会長を私から指名させていただきます。 

 第１部会は三寺潤委員にお願い申し上げます。第２部会は田村洋子委員にお願い申し上げます。

第３部会は南保勝委員にお願い申し上げます。第４部会は西村重稀委員にお願い申し上げたいと思

います。大変かと思いますが、ぜひよろしくお願い申し上げます。 

 なお、三寺委員は本日欠席されていますので、後日、事務局から伝えてくださいますようお願い申し

上げます。 

 また、各専門部会の副部会長につきましては、後日、各専門部会において部会長が指名いただけれ

ばと思います。よろしくお願い申し上げます。 
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（３）総合計画審議会の進め方について 

○会  長 

 続きまして、議事６の(3)総合計画審議会の進め方についてを事務局から説明してください。 

○事務局 

 それでは、資料４ 総合計画審議会の進め方について説明させていただきます。 

 座って説明させていただきます。 

 最初に、１ 全体の流れですが、先ほど市長が諮問を行いました。今後は審議会での審議を経て、

来年１月に市長に対し答申することになります。 

 次に、２ 審議会の審議の進め方です。 

 審議は各専門部会において、政策ごとに行っていきます。その結果を最後に全体会で取りまとめる

ことになります。 

 ３ 審議会開催の流れです。 

 全体会につきましては、本日と12月の計２回を予定しております。 

 また、各専門部会については、第１回が８月を予定しております。第１回の専門部会は、委員の皆様

からテーマに沿って自由な意見を求める場となっております。それらの意見を踏まえまして、政策、施

策のレベルまで庁内会議などを使って文章化を行い、第２回の専門部会でお示ししたいと考えてお

ります。さらに、第２回の専門部会で出た意見を踏まえ、第３回では事務局から原案を示していくこと

になります。第３回の専門部会の意見などを踏まえたものを全体会でお示しします。 

 また、部会間での調整が必要な場合は、各部会の部会長、副部会長が出席する調整会議を開催

し、調整していきたいと考えております。その後、会長から市長に答申するという流れになります。 

 答申後の流れですが、３月にパブリックコメントの実施、６月の市議会への審議、議決後に実施計画

と併せて令和９年度よりスタートということになります。 

 資料５ 専門部会での審議事項をご覧ください。 

 専門部会での審議事項は、第１回が政策階層、第２回が政策・施策階層、このときに将来都市像

（案）も示します。第３回で部会案の確定となります。 

 以上になります。 

○会  長 

 ありがとうございました。 

 特にご意見がないようでしたら、このように進めていきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

   〔「異議なし」の声あり〕 

 ありがとうございます。 

 それでは、このように進めていきたいと思います。 

 

（４）理想のみらい発表 

○会  長 

 次に、事務局から事前にお知らせしていますとおり、福井市の理想のみらいを発表していただきたい

と思います。ご自身の専門分野以外でも構いませんので、各委員１人１分程度、発表をお願いいたし

ます。 

 なお、本日ご欠席の委員からも事前にご意見をいただいておりますので、皆さんの発表終了後、事

務局から発表します。 

 それでは、天方委員から順番に、時計回りで発表をお願いいたします。発表の際には、所属・団体名

とお名前をおっしゃってから発表をお願いいたします。 
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 それでは、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井県子どもＮＰＯセンターの理事長の天方あすかと申します。よろしくお願いします。 

 私が計画を考えていくに当たって、やっぱり私たちはこどものことを実際に団体でやっておりますの

で、一番大事にしていることがこどもの意見です。先ほどちょっと少し気になったところなんですけれ

ども、若者にワークショップをしていただいたということですけれども、その若者たちが、じゃあ５年計

画、10年計画となっていったときにはもう既に大人になっている状態だと思っています。なので、やは

りこどもが生まれたそのときからこどもは意見を述べる権利を持っておりますので、その子たちの気持

ちを受け止める大人として、市として心持ちを持っていただいて、どの子たちからも意見を取れるよう

な、そういうまちづくりになっていただけたらなと思っております。 

 以上です。 

○委  員 

 福井県観光連盟の荒木と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私は観光連盟で教育旅行の誘致を担当させていただいておりまして、今、京都、奈良などのオーバ

ーツーリズムの問題ですとか、旅費の高騰の問題、それから北陸新幹線の県内延伸などの影響によ

りまして、福井への修学旅行が増加傾向にございます。特に、福井のありのままの暮らしを体験する

教育旅行民泊というのが教育旅行の行き先を福井に決める動機づけなるほど注目を浴びています。

福井市内でも、越前海岸のエリアだとか東足羽のエリアで30件以上の受入れ家庭が生徒たちの受

入れを行っているところでございます。 

 教育旅行民泊っていうのは、生徒たちをゲストとしてお迎えするのではなくて、家族の一員としてお

迎えするのが基本です。ですから、何か特別なことを体験させるのではなくて、福井の日々の暮らしを

ありのままに体験をしていただいています。それでも、１泊もしくは２泊しただけでも帰り際に生徒たち

が涙を流して、それぞれの受入れ家庭との別れを惜しむ姿を見るにつけ、この教育旅行民泊の、そし

て福井のありのままの姿の大変大きな力を感じているところでございます。 

 そして、何よりも、生徒たちが感動する姿を見て、地域の住民たちが自分たちの地域のことを誇りに

思える、これが教育旅行の受入れの最大の効果ではないかと思っています。したがいまして、決して

無理をするのではなくて、福井のありのままが誇れるものであるということ、そしてそれを支える福井

の人が財産であるということをみんなが感じられる未来、これが改めて福井の理想のみらいではない

かなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委  員 

 市議会議員の池上でございます。 

 ５年、10年後の福井ということで、国のほうは地方創生2.0ということで10年前の地方創生から始

まって、人口減少をいかに食い止めるかっていうことに対して注力してまいりましたが、なかなかそう

いった結果が得られず、人口減少は進んでいると。そういった中で2.0ということで、少なくなることは

当然だと、少なくなる人口減少の中でどうやって生きていくのか、地域を盛り上げていくのかっていう

ことを、方向を少し転換しながらやっていくことが必要ではないかということで。幸いにして福井市は

昨年新幹線が開業いたしました。その開業効果を市全体に波及させるということと、自分たちが持っ

ている強み、例えば観光でいいますとまちなか、東は一乗谷朝倉氏遺跡、そして越前海岸と、観光と

いう点でしっかりと県外の方々に福井を知っていただいて、そして福井の住みやすさ日本一、そういっ

たこともしっかりと認識していただいて移住・定住に結びつけていただく。そのきっかけとして、とにかく

リピーターに福井へ訪れていただくっていうような施策を打っていって、長い目ではそこへ住み着いて
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いただく、移り住んでいただくというような施策に転換していければというふうに思っております。 

○委  員 

 福井県立大学学生の池澤と申します。 

 福井市は、福井県の県庁所在地として様々な地域資源もございますし、県立恐竜博物館や永平寺

などのほかの市町村への玄関口としての役割も担っていると思います。また、市民生活に関しまして

も、子育てのしやすさでしたり幸福度の高さが魅力だと思いますので、これらの地域資源などをうまく

活用して、様々な県内外からの観光客の皆様にお越しいただいて、地域の活性化を図りながら、市民

生活に関しましてももっと豊かになるように、学生という視点からの意見を生かして計画の審議を進

めてまいりたいなと思います。よろしくお願いします。 

○委  員 

 ふくまちマネジメントの岩崎と申します。 

 今、福井駅前にできましたＦＵＫＵＭＡＣＨＩ ＢＬＯＣＫという再開発ビルのほうの運営、マネジメントを

行っている組織でございます。そのＦＵＫＵＭＡＣＨＩ ＢＬＯＣＫなんですけれども、これまでにないよう

な、ちょっと個性的な建物、施設が中にいろいろ入っているのかなというふうなことを感じてます。外資

系のホテルであったり、横町であったり、ちょっと音楽が聴けるカフェであったり、こういったすごく個性

的な施設、今までの福井の駅前ってなかなかなかったのかなというふうなことを思うんですけれども、

こういったものがどんどん福井の個性を発揮するような施設であったり、イベントであったり、人であっ

たり、そういったものがもっともっと町の中に出てくるというようなものが福井の将来像としてあるとい

いなというようなことを思いました。 

 ただ、いきなり自分の個性だからとか、独りよがりに近いような個性っていうのも中には出てくると思

いますので、そういったものを社会が受け入れる前の段階でちゃんと社会とうまく適合させるような、

そういうステップを踏めるのも必要だと思っているので、そういったところを担うような組織であったり

人手が要るというようなところも併せて必要になってくるんだろうなと思います。 

 そういうふうに、いろんな人が自分がやりたいと思っていることとか、こういうふうになったらいいなと

思うようなことをちゃんと受け止められるような社会になっていく、そういったものが町の中で実現して

いく、そういうものを支援していく組織があるというところが何か、５年後、10年後の福井市になると、

もっといろんな人が町に関わってきてくれるようになって、にぎやかな町になるのかなというようなこと

を思いました。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 ふくい路面電車とまちづくりの会の代表を務めております内田と申します。25年間、交通まちづくり、

それから車に頼らないまちづくりを活動してまいりました。 

 私、この場で一番に申し上げたいのが、公共交通につきましては、社会的インフラだという位置づ

け、それから地域公共交通を公共サービスという位置づけで、コストではなくて投資だという位置づ

けを明確に申し上げたいと思います。投資ですから、１万円投資すると１万2,000円、１万3,000円っ

ていうことで戻ってくると、生活に。そういうことで、交通を通じまして生活の質、ＱＯＬの向上、それから

ウエルビーイングの向上を目指していくという視点で議論に参加できればなというふうに思います。よ

ろしくお願いいたします。 

○委  員 

 公募委員でこの会に参加させていただきました大嶋歩と申します。 

 仕事柄、結婚に関することというのと、今県内17市町で構成されておりますふくい結婚応援協議会

のコンシェルジュを務めているということもあり、若者や女性が安心して子育てだったり結婚ができる

未来っていうものに興味があって、参加させていただきました。 
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 地方ほど女性の流出超過というのが進んでいるなというふうに感じておりますし、それはいろんな要

因があるとは思うんですけれども、若者とか女性に対してのアンコンシャスバイアスっていうものがす

ごく強いのではないかなと思っております。県外に一旦進学などで出ていった若者たちが安心してＵ

ターンして、やっぱり福井で子育てしたいな、結婚したいなというふうに思えるまちづくりというのがす

ごく重要じゃないかというふうに思っております。その相談役というとあれかもしれないですけど、何か

困ったときに、これって私だけなのかなって考えたときに、行政の機関だけではなく、いろんな市民の

方が相談役となれるような、お互いに関わり合いのある町っていうものを目指していけたら理想だな

というふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○委  員 

 老人会から参りました大音と申します。よろしくお願いします。 

 私は今、朝倉氏遺跡の近くに住んでおりますが、老齢化して、だんだん年寄りだけになってしまいま

した。それで、今、市とか県では朝倉氏遺跡とか博物館の宣伝をしてくださって、たくさんの観光客が

来てくださるんですけども、あそこに水の駅っていうのがあるんです。あそこを我々近辺の者が、農村

整備課の皆さんの指示によって、畑の体験学習とか田んぼの体験学習を毎年やっており、ここ10年

以上やっておりますが、田んぼに関しては手で植えて刈ってっていうのを体験学習で10年ぐらいやっ

ているんですけども、お手伝いしている者が大抵75から80歳手前の者ばっかりで、これから後に継

いでいく人がいないんですよ。 

 だから、こどもに体験学習、田んぼを植えたり刈ったり、昔はこんなんだったよっていうのも意義があ

ることかもしれませんけども、もうちょっと大人の人も農業に興味のある方も、親子で参加するとかそう

いう観点で考えていって、10年間、各小学校の４年生、５年生が来てましたけど、もう１年でお祭り騒

ぎで終わっているような状況なので。年寄りの考えかもしれませんけど、これから私たちがお手伝い

するにはだんだん年取って、後に継いでいく者もないし、この状況では無理なんじゃないか、もうちょっ

と何か考え方を変えていったらどうかなっていうことを思いまして、今日ちょっと皆様にお聞きいたしま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井市社会福祉協会の事務局長の小柏と申します。 

 福井市社会福祉協議会は、誰もが孤立することなく、安心してその人らしい暮らしが送ることができ

る、これは国のほうでも言っておりますけども、地域共生社会、これを創造するっていうことで、普段か

ら人づくり、つながりづくり、地域づくりというふうなテーマで地域福祉活動を行っている団体です。 

 福祉といいますと、何かケアをしなければいけないとか、守ってあげないといけないっていうふうなそ

ういったイメージも以前からあるかと思うんですけども、最近は、それはもちろん基本としても、それだ

けでなくて、そういうふうな状態にならないようにしっかり予防していくっていうふうな、そういったことを

やったり、また地域のつながりの中でそういった予防を推進していくっていう、そういうふうな命題もご

ざいます。ですので、社会福祉協議会としましては、誰もが、どんな小さなことでもいいので、何か役

割を持って、立場がどうであろうとも活躍できるような、そういった場を地域の中でつくっていく、そうい

ったことでお互いの元気を確かめ合ったり、安心・安全を確かめ合ったり、そして結果として地域で楽

しく暮らせるような、そういったまちづくりをしていきたいと思います。 

 この審議会の中でも、そういった観点でいろいろこちらが持っている情報なんかも提供できるかと思

っていますし、また一緒に何か皆さんと取り組めることもあると思っていますので、どうぞよろしくお願

いします。 

○委  員 

 公益社団法人福井青年会議所、本年度理事長の職をお預かりしております金木隆敏と申します。 
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 福井青年会議所は、より明るく、豊かな町をつくろうという方針の下、40歳までの青年経済人が集

まっている団体でございます。 

 私からは、福井駅周辺に関しまして２点ございまして、１点目は先ほどちょっと誰かお話しされてまし

たけど、福井駅が玄関口でしかないっていうところでございまして。例えばホテルをチェックアウトして

新幹線まで二、三時間時間がありますと、どっか遊びに行けるところありますかとか、見るところありま

すかと言われますと、恐竜博物館も永平寺も朝倉氏遺跡も東尋坊もちょっと遠いわけで、福井駅周

辺で時間を使えるところがあまりないっていうところが１点。あと今度は新幹線、例えば最終便で来る

と23時ぐらいに福井に着くわけですけれども、そこからじゃあ観光客の方が福井の何かを食べたいっ

て言われたときに、さすがに23時なんで店が閉まってしまっているわけで、その辺をもうちょっと観光

客に対して優しいまちづくりをしていけないかというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井大学の近藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 私からは、専門としますスポーツ分野の観点から、本市における理想のみらいについてお話しさせて

いただきます。 

 現在、日本の第３期スポーツ基本計画の中では、スポーツによる地方創生が掲げられております。こ

れは、スポーツによるまちづくりを進めることで、地域住民の健康づくりや、社会連帯づくり等に寄与

し、またソーシャルキャピタルの強化につながると考えられているためであります。しかし、福井市の現

状としましては、全国の自治体と比較しましても、スポーツ政策が他の分野への施策に横断的、総合

的に広がりを見せているとは言い難い状況にあります。 

 そこで今後は、スポーツ振興とまちづくりの両目的を連動的に推進し、意図的な社会共創の実践を

していくことが求められます。したがって、住民が安全かつ快適な住環境の中で日常的にスポーツに

親しみ、アクティブかつ健康的な生活を営むことができ、する、見る、支える、このようなスポーツに積

極的に関与できる機会に満ちあふれ、多様なスポーツ文化を享受することができる社会及びまちづ

くりの実現を理想のみらいと考えております。 

 以上となります。 

○委  員 

 皆さん、こんにちは。まちづくり福井の島崎あすかと申します。よろしくお願いいたします。 

 まちづくり福井としまして、中心市街地のまちづくりをさせていただいております。中でも私は中心市

街地のにぎわい創出をメインとした部署におりまして、ハピテラス、ハピリンホールなどの指定管理を

しております。 

 この１年ちょっとの間に新幹線が開業して、県外からのお客様も非常に増えているんですが、地元

の方が駅前を目的として遊びに来ていただけるようになっているなというのを非常に感じております。

福井の玄関口として駅前のにぎわいというのは欠かせないものだと思っておりますし、私個人的にも、

数十年前になりますが、学生時代のわくわくして、毎日来ていた駅前をもう一度できたらいいなと思

いまして、一緒に考えていけたらと思っております。よろしくお願いいたします。 

○委  員 

 合同会社ノカテという会社の代表をしている髙橋要と申します。 

 今、越前海岸のほうで一棟貸しの宿や、あとはニホンスイセンの栽培とか販売などをさせてもらって

いるんですが、もともとは私10年前に福井市の地域おこし協力隊として殿下地区というところに着任

して、それが福井との関わりのきっかけでした。３年の任期を終えて、その後もいろんなお仕事をさせ

てもらって、もう10年たつという状態です。本当に協力隊時代からお世話になった方、その後お世話

になった方も今日たくさんいらっしゃいますし、この10年間、いろんな人にお世話になった結果、今こ
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こに残れているのかなというふうに思っています。 

 私自身が福井に来たきっかけとしては、地域おこし協力隊という一つの制度だったんですけど、その

後の出会いとかいろんなものがあって、何か福井って面白い町だなとか、この町にいることでいろん

な人に応援してもらえるなとか、期待してもらえるなとか、そういうことが積み重なって結果10年今い

るのかなというふうに思っています。 

 今回、計画をいろいろ考えるに当たっても、いろんな制度とか具体的な言葉に落としていくと、それ

自体はすごく具体的であり、何かそこから想像できるものって小っちゃくなっちゃう可能性もあるんで

すけど、その先の想像力というか、この計画、この言葉から生まれていくものみたいなものをその制

度、例えば地域おこし協力隊だったら地域おこし協力隊っていう制度の枠組みだけじゃなくて、それを

経た後にどんな状況が生まれるかっていうのは、やっぱりみんな想像力を持って考えていけるとすごく

楽しい未来が描けるんじゃないかなというふうに思っています。 

 少なくともそういった事例というか、私自身がそうやって福井に残っている一つの事例でもあるので、

何か計画のその先にあるものみたいなものをみんなで楽しく想像して、そういう楽しい計画っていうの

をつくっていけると、希望の持てる計画が出来上がるんじゃないかなと思います。みんなでしっかりチ

ャレンジして、それを応援する文化っていうのをみんなでつくっていけたらいいかなというふうに思って

います。よろしくお願いします。 

○委  員 

 こんにちは。福井市議会の田中と申します。 

 理想のみらいということですが、ハード面、ソフト面あると思いますが、やはり市民が希望が持てて、

明るくて、持続性があって、何よりも次の世代のためにあるものだと思います。現在の福井の町を見ま

すと、この町っていうのはこれまでの数え切れない選択の結果なんですね。ですから、これからの選択

が未来の理想の町をつくっていくわけですけども、市民の方、そして行政がどのようなことをたくらん

でいるか、今考えてることが全て未来につながっているということだろうと思います。 

 福井の町の中で一番たくさんの投資をしてきたのは駅周辺ということで、連続立体交差事業とか周

辺整備、再開発、そして新幹線。あくまでもこれは全てゴールではなくて、スタートをするということでご

ざいますので、やはりここに波及効果とか経済効果、そしてもっと魂を入れるとか、これから今までや

ってきたことをさらに充実させて、波及効果を広めていくというのがやはり５年、10年の短いスパンで

の目標ではないかなと思ってます。 

 何よりも、市民の皆様の声を聞いて、その声、これが全て未来になるということだと思いますので、こ

の計画は大変重要だと思っております。よろしくお願いします。 

○会  長 

 改めて少しお話ししたいと思います。 

 先ほどから伺っておりますと、各委員の皆様それぞれの立場から非常に鋭い洞察、鋭いご意見と熱

い気持ちを持っていらっしゃるということがよく分かりました。本当に感動しております。これだけ多彩

な方々が揃っている審議会ですので、きっと集約していけばいい意見になるんではないかとつくづく

思いました。 

 私は福井大学におりますけども、４月から社会共創大学ということを看板に掲げております。社会を

共に創る大学になりますという意味です。よく産学官金民連携という言葉があります。何か地域を守

り立てていくときに、産業界と学は大学、官は福井市とか福井県のような行政です。金は金融機関、そ

して民は市民の皆様という意味だと思います。こういうそれぞれの立場が力を合わせればきっといい

福井市になるのではないかと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、時間はまだたっぷりありますので、あと半分。ぜひ、また充実したご意見を伺いたいと思い
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ます。よろしくお願いします。 

○副会長 

 ありがとうございます。婦人会から出させていただいております田村でございます。 

 今、見させていただいた社会情勢の変化・時代の潮流を踏まえたポイントが一から十までということ

なので、これだけのことをここにおられる皆さんと一緒に検討できるということは大変幸せだなと、まず

もって思いました。 

 それから、少子・高齢化というのは、その現実の中に今私たちが真っただ中にいるし、それから地域

力が衰退しているということも私の団体からもすごく実感をいたしております。しかしながら、その中

で、今は30代でも20代でも、５年、10年この計画が進む中で、自分も５年、10年、年を取っていくと

いうことで、全ての世代のための社会を目指していくということを掲げているのではないかなと思って

おります。まず市民の私たちが自分のこととしてこの計画を捉えて、どうしたらこの福井市がよくなる

だろうということを再度確認できて、皆さんの目に触れるような、そういう計画になるとすごくいいので

はないかな。私たちが一生懸命討議したことが、市民の皆さんの目に触れて、そして一つでも実行し

ていただく、ああこれで住みよい社会になるんだということが実感していってくれればいいのかなと思

っております。 

 それから、もう一つ、私も高齢化に入っておりますので、高齢化の人たちが心豊かに、経済的にも豊

かに、福井の駅前を押し車でも引いて歩いている姿を若者が見たときに、自分たちも安心してそのよ

うな将来を描けるのかなという不安に陥らないような、そのような計画になるといいなと一つ思ってお

りますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井高専の辻子と申します。 

 私は、見識はそんなに広くはなくて、防災とか土木出身の防災屋ですけども、その点でいいますと、こ

のポイントの中に大規模な地震や多発する風水害っていうことが書かれているかと思います。今後、

大きな災害というのは言わずもがなというところがあるかと思いますけども、それに対しまして、この計

画の延長上にあります福井の姿として、太平洋側の代替機能としての日本海側の都市の一員とし

て、そういった代替をするという機能を持たせるといったことができれば、福井にいれば若者が安心し

て暮らせる、そして未来も明るいというふうなことが見えてくるんじゃないかなと、ちょっとそんな夢を描

きながら追いかけながらこの計画に取り組ませていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

○委  員 

 福井市議会議員の津田かおりでございます。 

 私も初めてこの計画に参加をさせていただきまして、今ほど辻子先生のほうからもありましたが、ま

ずは安心・安全の福井市をつくっていくために、市民全員がもっと防災とか減災の意識を高めていけ

るようにしていきたいなというのが１点であります。 

 もう一点は、未来を担っていくのがやはりこどもや若者でございますので、しっかり少子化対策に手

を打っていけたらなというふうに思っております。妊娠、出産から子育て支援まで、しっかりもっと充実

をさせていきたいなというふうに思っています。妊娠、出産までには結婚も必要でございますので、婚

活でありますとか、そういったものもしっかり支援をしていけたらなというふうに思っています。 

 あと、結婚を選ばない、お一人様で生きていこうっていう若者も増えてきておりますので、そういった

お一人様への支援。お一人様ですと子育て支援には何にも自分は一生当てはまらないっていうよう

なお声も聞きますので、そういった多様な生き方をされる方、お一人様への支援というのもしっかり考

えていきたいなというふうに思っております。 
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 あと、この計画でしっかり若者の意見を集約して、募集していくっていう話も聞きましたので、しっかり

若者やこどもの声を聞けるようにと思っております。福井市役所職員の方でチャレンジみらい予算と

いうのをつくっておられまして、しっかり施策を考えて実行されているようなものがあります。すごい充

実したプロジェクトがたくさんありまして、こういったものも充実させていくことが市役所職員さんの５

年後、10年後の人材の充実にもつながっていくんではないかなと思いますので、とにかく若い人、若

い方のご意見をしっかり聞いていける、そういった福井市になっていけたらなと思っております。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○委  員 

 県と市で環境アドバイザーをしてます坪内といいます。 

 冒頭、事務局もちょっと触れましたけども、福井市は４年前に2050年のゼロカーボンというのを宣

言されました。そこを目指すということで、これは一つの大きな未来のあるべき姿かなというふうに、期

待と若干の不安も持ってますが思っています。 

 そして、事務局から理想のみらいというテーマをもらったんですけども、私どちらかというと悲観主義

者なんでちょっと暗い話をするかもしれませんが、少子・高齢化とか市財政の逼迫というのも避けら

れないと思います。その上で、行政ニーズといいますか住民サービスの要求というのはどんどん膨ら

み多様化しているというのが現状かと思います。その意味で、近い将来に公、市ですね、公の役割は

どこまでなのか、公共サービスってどこまでなのかというのをある程度基本方針を出す必要があるん

じゃないかと。例えば、市が直轄でやるべき仕事、私は上下水道とかっていうのは直轄で今後もやる

べきだと思ってますが、直轄でやるべき仕事とＰＦＩとか指定管理者とか民間にも任せられるところ、そ

ういうどの仕事は直轄で、どの仕事は民間に手伝ってもらうのかっていうようなところに対する基本的

な方向性というのもぼちぼち出す時期に来ているのかなと。この計画で、それがテーマになるのかど

うか私は不安ですが、そんなことを考えています。よろしくお願いします。 

○委  員 

 市の公民館連絡協議会（市公連）から来ました中村といいます。 

 市長もこどもまんなか社会っていうことを言われていますけども、そのこどもたちを育む大人たちの

社会環境づくりの価値、これを市のビジョンとしてどう描くかということ、そしてそれが人々の意識の醸

成にどう結びつけられていくかということが、総合計画の中で実現できればいいかなということを思っ

ています。 

 先ほど、共生社会という言葉も出ましたけれども、今の格差とか少子化が非常に進んでいる中で、

本質的な人間関係をつくっていこうとか、あるいは地域でこどもを育てようとか、そういった話が一般

市民の人々から再確認される、そういう市になっていけばいいかなということを思っています。 

 公民館というのは、これから地域社会の中でコーディネーター役を果たす役割が大きな仕事になっ

ていくと思っています。市公連のほうでも、そういった地域づくり、あるいは人づくり、そういったことに対

してこれからいろんな形で活動していきますので、またよろしくお願いしたいと思います。 

 簡単ですけども、以上です。 

○委  員 

 仁愛大学から来ました南保でございます。 

 私、第３部会のほうで、しごと・地域資源という分野で議論させていただくということになったのです

けれども、この分野はちょうど振り返ってみますと、今福井は大きなターニングポイントの時期に来た

のかなというようなことを思ってます。それには３つぐらいの要因がありまして、１つはやっぱり新幹線

が着いて、新しい観光サービス業という分野での福井のポジションが確立してきたのではないか。今

までのように、繊維あるいは眼鏡といった物づくりと、それから建築業という２つの産業を中心とした
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ものから、プラス付加価値の高いサービス業分野へ転換する時期が来たのではないかなというのが

一つの理由であります。 

 そして、２つ目は、もちろん既存産業でありますけれども、それの活性化ですね。繊維産業は712年

から福井に宿ったと言われますし、眼鏡は1905年から今まで来ました。でも、繊維は古いですけど

も、眼鏡はまだまだ新しい産業かもしれませんが、そろそろ既存産業も大きく転換する時期に来たの

かなと思いまして、そこら辺もぜひ考えてみたいということです。 

 そして、最後は、福井が持ってる歴史ですね。歴史の深さというか、歴史というと継体天皇というのを

思い出すんですが、継体天皇がやった産業に関わる業績と言いましょうか、鉄づくりとか塩づくりとか

農業もやってこられて、そういった歴史がたくさんまだまだ長い歴史の中で福井は埋まっていると思い

まして、そういった地域資源を発掘して磨いて、新たな産業に持っていくということも面白いのかなと

いうふうなことを考えています。 

 以上３つのことが本審議会で少しでも議論できればと思ってますので、何とぞよろしくどうぞお願い

いたします。 

○委  員 

 仁愛大学の西村と申します。よろしくお願いいたします。 

 私の専門は児童福祉でありますが、学会などで主に発表してきたのは保育関連の研究であります。

今ちょうどやっているのは、誰でも通園制度といって、保育所へ全てのこどもが入るという、それに対し

て現場でどのようによくこどもたちに関わっているか、場合によってはどういう混乱を起こしているか、

そういうようなことを含めて調査等をやっております。 

 福井市は、今回こどもまんなか社会の実現に向かってということで、こども未来部を立ち上げまし

て、こども未来条例を作成し、この条例を具体化するためのこども計画を策定しました。私としまして

も、社会福祉審議会児童福祉専門分科会の委員として、こども未来条例とか計画の策定に関わらせ

ていただきました。 

 こどもまんなか社会の実現は、単にこどもの福祉を向上させるということだけではなくて、福井市の

未来を託する重要な課題ではないかと私は思っております。そのため、今回策定される第九次福井

市総合計画にどのようにこれらの条例とか計画を反映させていけるか、こういうことが非常に大切な

ことじゃないかと私は思っていますので、当委員会においていろいろとまたご意見を述べさせていた

だきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井工業大学学生の藤田涼輔と申します。 

 私は、先日の若者ワークショップに参加させていただいておりまして、そちらでは全ての人が利用し

やすい公共交通というところに意見させていただいたんですけれども、例えば体が不自由な方であっ

たり、免許を返納された高齢者の方に向けた利用しやすい公共交通だったりとか、最近で言いますと

シェアサイクルであったり電動キックボードなどシェアリングサービスが流行っておりますが、そちらを

導入して、安心・安全に使えるような福井市、そういったものを目指していけるように、若者の目線から

審議会において意見していけたらいいなと思っております。よろしくお願いします。 

○委  員 

 福井大学から来ました洞口純花と申します。 

 私が思い描く理想のみらい像ですけど、アリーナで福井がにぎやかに、その中でも福井ブローウィン

ズの拠点になって、福井がにぎやかになることが私の思い描く理想像です。というのも、私は、福井ブ

ローウィンズが立ち上げした頃からずっと応援しておりまして、その中でブローウィンズが福井に与え

る効果の高さっていうのを本当に常々感じております。よって、そこが拠点になれば、今のホームアリー



議事要旨 

- 17 - 

ナとかで訪れることができなかった人たちだったり、県内外から新しい集客が見込めて、より大きな盛

り上がりを見せるのではないかなと思います。 

 以上です。 

○委  員 

 福井市議会議員の堀川秀樹と申します。 

 市議会議員の仕事で重要な仕事の一つに、人と人をつなげるという仕事があります。今日こうして

皆さんにお話をお伺いしてますと、とっても魅力的なお話、そして魅力的なお仕事をされてる方がたく

さんおられるので、ぜひとも仲よくしていただきたいなというふうに思います。よろしくお願いします。 

 今回、部会としては、まちのほうに所属させていただきます。ずっと中心市街地の活性化をテーマに

取り組んでまいりましたので、やりがいのある部会だというふうに思っていますし、個人的には今ほど

お話ありましたけれども、ブローウィンズ、僕も大ファンで、アリーナをぜひとも成功させたいと思ってい

る者の一人です。そして、再開発も今続いておりますので、再開発も今後しっかりと取り組みたいとい

うふうに思ってます。 

 個人的に、駅から10分圏内で観光農園を今計画しまして、イチゴです。足羽山の麓にイチゴ農園を

つくりたいというふうに計画しておりますので、こっちのほうも全力で頑張っていきたいというふうに思

います。皆様にもどうかよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。 

○委  員 

 自治体ＤＸ支援デザイナーの前田と申します。よろしくお願いいたします。 

 私、自治体ＤＸのデザイナーとして、戦略策定であったりとか、あとはワークショップ、そしてフィールド

ワークとか、あとＢＰＲとか、そういったことを行ってまいりました。今も広域圏の市町村、そしてその地

域社会との連携で協働、共創のＤＸ推進を行っていけるよう、専門プロデューサーみたいな形でコミ

ュニケーションデザインを行っております。 

 今回、私、まちの部会で関わらせていただくことになるんですけれども、そこにちょっとＤＸを絡めて言

及をさせていただきますと、資料２には先端技術の言及がございますが、今現在社会、特に民間のデ

ジタル発達のスピードと、そして行政の意思決定であったりとかそういった在り方の速度っていうのは

どうしてもちょっと乖離が生まれつつあるというふうに言われております。今後さらに先の令和９年以

降のことを考えることですので、今こちらの資料２では効率化という形で言及をいただいているんで

すけれども、それのみならず、もっと攻めのデジタル活用、そういったところをぜひ考えていけたらなと

いうふうに思います。 

 例えばなんですけれども、今世界は、まちというのから若干離れるんですけど、世界の食料危機であ

ったりとか、あと日本でも食料自給率の危機が訪れることっていうのは皆さんもよくご存じのところか

なっていうふうに思うんですけれども、そういったところにもデジタルの活用っていうのは不可欠になっ

てくると思います。そこにはデジタルを活用したスピードというものが求められてくることになるかなと

いうふうに思うんです。これらのデジタルっていうものをどのように絡めていくのかっていう、そういった

観点を内包しつつ、未来の人々が自由闊達に遠慮せずにクリエーティブに町をつくっていけるような

形でこのジャンルに携わらせていただけたらなというふうに思います。 

 以上です。ありがとうございます。 

○委  員 

 福井市ＰＴＡ連合会の会長を拝命しています山川と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 ちょうど、実は昨晩なんですが、福井市ＰＴＡ連合会の常任理事会というのがありまして、常任理事

会は各小・中学校の代表者30名で構成されているんですけども、昨日ありました。そこで話されたこ

とっていうのが、実は今月、７月12日に福井市のＰＴＡ研究大会っていうのが自治会館でありました。
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そこの研究大会では、福井市の小・中学校のＰＴＡの代表者が78名ぐらい集まって、今の課題につい

て議論していくという、そういう場でした。学校の先生とかも来られたりとかという形だったんですけど

も、実は福井市のＰＴＡ連合会で今取り組んでいる議題として、４つあるんです。学校再編のこと、そし

て部活動地域移行のこと、除雪のこと、そして学校給食のこと。 

 学校再編に関しては、もう本当に今、九頭竜中学校であるとか、あとは美山中学校の地区、あとは

国見の地区、あとは文殊とか、いろんなところで今学校再編の話が生まれてきています。まさにこれは

人口減少と少子化というところで、本当に直面している形で、地域の人たちがすごく考えていろんな

ことを発信してます。 

 部活動地域移行に関しては、これも本当にここで言うことでもないぐらい結構ちまたでもお話しされ

ていることなので、今は割愛させていただこうかなと思うんですけども、情報がかなり不足していて、

保護者の方などが福井市の方からすごくいろんなアクションをいただいているんだけども、それでも

やっぱり知らないことが多くて、そこら辺が結構声として上がっています。 

 あと、除雪に関しては、ＧＰＳが除雪車に搭載されたということで、実は学校の敷地内の除雪っていう

ところがなかなか除雪車が入れないという、ちょっと悲しいというか、今までご厚意で学校の施設内

を除雪していただいていたんだけど、ＧＰＳがついたことによって学校の中の除雪ができないと。そう

なったらどうなるといったら、ＰＴＡの人も手伝ってくださいっていう話になるんですけども、それもそれ

でおうちの方も保護者の方も仕事がある中で仕事に行けずに学校の除雪するのも大変だから、これ

どうしようっていう話も今すごく問題になっていました。 

 あと、学校給食に関しても、今物価高ですので、こどもたちの給食って大丈夫なのっていうところで

す。予算とかも大丈夫なのかっていう話も結構出てきています。 

 ここら辺も含めて結構いろんな実は話があります。もう本当にＰＴＡでは抱え切れないぐらいの話に

なっていて、ぜひこの今回の会議っていうところに参加させていただいて、まさに将来のこどもたちの

ためにぜひ議論させていただきたいなと思っていますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○委  員 

 福井市自治会連合会の山崎でございます。日頃大変お世話になってますことを心から感謝申し上

げたいと思っております。 

 自治会49地区の常任理事を抱えて、市内全域でやらせていただいておりますけども、先ほどから皆

さん言ってらっしゃるとおり、ここの10年間っていうのは、私は大きな課題は、新幹線は着きましたけ

ど、地域間競争が激しくなってくるのでないかなというふうに実は思っております。したがって、先ほど

どなたかおっしゃいましたけど、やっぱ新しいイノベーションを開発しない限り、なかなか福井市として

も生き残ることっていうのが非常に厳しいかなと。 

 そして、地域では、例えば具体的に今自治会長の成り手がないっていうような話もありますけども、

具体的に行政の補完っていうのを地域の自治会長はたくさんしてらっしゃるんですね。例えば、共同

募金でいうと、自治会が全部共同募金のお金を集めて、大体2,000万円ぐらい県の共同募金会の

ほうに納めております。その半分は福井市の共同募金会のほうへ返ってくるんですけども、今共同募

金会のことをお話ししましたけど、大体募金活動とか、それぞれ福井市から委託された役員とかとい

うような民生委員なんかもそうですけど、全部、自治会長がそれぞれの地域で選んでやっていくって

いうのが今自治会の役割でございます。 

 こういったことが多過ぎるので、成り手がないっていうような新聞報道がありましたけど、私はある意

味、自治会長が一生懸命そうやっている福井らしさが非常に人間的にはいいかなと思っております。

昨年度、福井のほうで自治会の全国大会をやらせていただきましたけど、日本全国から約1,000人

の方がお見えになりました。そのときの大きなテーマは、防災と若者支援の２つでございます。このこと
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を大会宣言に盛り込んで、やらせていただきました。 

 そして、若者支援も、こういったワークショップをやらせていただいてますけど、それぞれの地域の公

民館を回らせていただいて、地域振興課のほうでそういった話も今年させていただきましたので、こう

いったことを大きくはテーマにしていただいて、今後10年間の案をつくっていただくことが非常に福井

市が私はさらに前進する鍵になるかなと思っておりますので。私はくらしのとこに入るみたいなんです

が、ぜひ新しい地域、新しい福井市を目指して頑張るというふうに私はしたいかな思ってますので、か

つて明治維新を福井が起こしたような、そういう底力をぜひこの審議会で求めていきたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○委  員 

 公募委員の渡辺と申します。 

 私は、昨年の末まで自治会長をしておりまして、私の集落といいますのは福井市近郊の農村地域な

んですけれども、世帯数が41、住民が132人、65歳以上が50人、75歳以上は35人、小学生は１

人、そういった日本の縮図みたいなところであります。 

 そういった中で思いますのは、やはりどうしてもこども、少子化対策が一番大事だと思っております。

福井市の10年後の理想像といたしましては、清潔で活気ある福井市、こどもたちの笑顔と歓声が満

ちあふれ、それを大人たちが温かく見守り、社会全体で次世代を担うこどもたちを育てる、それが私

の思い描く理想であります。そのためには、少子化対策を今以上に講じていかなきゃいけないと思い

ます。福井市独自でできることもたくさんあると思います。例えば、こどもさんが生まれたら100万円

ほどプレゼントするとか、200万円でも500万円でもいいんですけれども。これからの時代を担って

いくといいますか、私どもも当然次の世代の人たちのお世話になるわけですから。 

 また、未来を切り開く、道を開く者はあくまでも人間であります。人間を大事にしないと何も開きませ

ん。すると、そのためにも経済環境、産業誘致あるいは新産業振興によって働く場を創出する、そうい

ったことが大事だと思います。もう成長神話というのはあり得ません。グローバル化の意味するところ

は、労働力でも、土地でも、その他の経営資源でも、ほかの国から幾らも調達できる、日本だけが高

度成長をするということは考えられません。そういった中で何が必要かといいますと、新産業振興、ア

イデアを出し合って新しい産業を生み出していく、そういったことが大事だと思います。 

 それと、もう一点思いますのは、私、裁判所の家事調停委員とか、あるいは労働局の労働相談員と

かもしているわけですけれども、そういった話を聞いていますと、大分心が痛んでいるなという印象を

持っております。家庭のこと、あるいは職場のことで、そこにいろいろ皆さん苦労があるというふうな認

識を持っております。そういった中で、どうしてもやはり福井市に住む皆さんの意識をちょっとずつ変え

てかなきゃいけないんじゃないか、もっと開かれた心っていうんですか、そういうのを持たなきゃいけな

いんじゃないか、男尊女卑とか官尊民卑とかそういう封建的な意識を少しずつ変えていかなきゃいけ

ないんじゃないかなというふうに思っております。 

 また、そのための、私以前ＰＴＡ会長をしているときに、こちらの山崎会長の引率で中国に小学生や

保護者を連れて訪問させていただいたことがあるわけですけれども、まだその頃は中国との関係は

比較的穏やかでしたので、今はちょっと剣吞な雰囲気がありますけれども、そういったふうに世界に開

かれたこどもたちをつくっていく、そういったことも大事ではないかなと思っております。 

 以上が私の意見でございます。ありがとうございました。 

○委  員 

 福井商工会議所の嶋田と申します。 

 私は、40年間にわたって福井商工会議所で働いているわけですけども、その仕事の中で本当にた
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くさんの方々、とんでもないお金持ちもいれば、当然いろんな悩みとか苦悩を抱えたり、借金のことで

悩むと、そういった様々な人々、そしてその人生と出会ってきたわけですけれども、最近そうした経験の

中で感じるのは、幸せっていうのは平凡な日常にこそあるんだろうなっていうことを強く私は感じてお

ります。朝起きて、家族とおはようっていう言葉を交わして、仕事や学校に行ってきますと言って、ただ

いまと帰ってくる。帰ってきたら家族とおいしい御飯を食べて、おやすみなさいと眠りにつく。そんな本

当に平凡な日常にこそ幸せがあるんだろうなというふうに私最近思うんですね。ところが、実際どうか

っていうことになると、これ皆さんご存じのように、とにかく自然災害であるとか、経済環境もトランプ

関税というように非常に不安定な状況の中で、なかなかこういう平凡な日常を享受できる環境には

ないと思っております。 

 先ほどからも、お話いっぱい出てますけれども、やっぱり安全で安心な生活環境があって、真面目に

働けばちゃんとお給料がもらえる、そして周囲には信頼できる、支え合える友人、隣人がいて、こども

からお年寄りまでが健康に暮らせる、そうした中で、誰もが自分が社会に必要とされているんだなっ

て実感できる、そういう社会が今、私は求められるんでないかなというふうに思っております。 

 私は、そのような極めて平凡だけれども、輝ける未来、そういうものを描ける総合計画ができればい

いなと思って今回参加をさせていただいております。 

 以上です。 

○事務局 

 引き続き、本日ご欠席内の委員の皆様からのご意見をご報告させていただきます。 

 一般社団法人福井県まちづくりセンター代表理事 竹本祐司委員より。生活をよりよくするまちづく

り活動、様々な活動が活発化することで、様々な特性の方々にとってよりよい福井市をつくり上げるこ

とができます。しかし、その多くは生まれてすぐに消滅したり、活動が続いても小規模にとどまってしま

うのが現実です。これは全国共通の課題であり、この問題は自治体側の仕組みで解決することがで

きます。自走可能なまちづくり活動が地域に広がり、民間のソフト事業があふれる魅力的な福井市の

未来を希望します。 

 次に、西武福井店店長 田中香苗委員より。安全・安心、ゆとりある福井市であってほしい。社会情

勢も大きく変化しています。特に人口減少、頻発する自然災害など不安になりますが、強みである学

力全国ナンバーワンのこどもたちにこの福井市で活躍してもらい、災害に強い、安全で安心した生

活、そして生産、物流、消費と経済を回し、ゆとりある福井市になることを期待したい。 

 次に、福井市校長会副会長 田中典子委員より。令和２年５月、福井市学校規模適正化検討委員

会からの答申があり、当時の将来予測のとおりに、小学校では５学級以下の学級が増えており、それ

は加速することが懸念されます。現在、小学校50校のうち11校で複式学級で授業を展開しておりま

す。そこで学力の低下を心配する保護者がおられます。教師は毎時間２学年の授業の準備を進める

こととなり、負担が増えています。 

 中学校では、１学級が10名以下の学校が21校のうち４校あり、１学年が１学級ずつという学校が６

校に増えています。中学校は教科担任制なので、５教科の教員の配置しかできず、４教科は非常勤と

して、週１回から２回の授業を担当するというのが実情です。 

 質の高い教育を提供するため、児童・生徒の学ぶ環境をよりよいものにすることを第一に考え、早急

に地域住民に未来の児童・生徒の人口を示し、理解を促し、学校規模適正化の促進が必要と考えま

す。 

 次に、仁愛女子短期大学学生 坪川彩花委員より。私が思い描く福井市の未来像は、訪れる人も

住む人も、何だかいいねと感じられる心地よくて温かい場所です。自然や歴史、食文化など、地域の

魅力を観光することで発信し、地元の人たちが誇りを持って暮らせる環境を整えていきたいです。商
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店街や地元のイベントがにぎわい、世代を超えた交流が生まれることで地域が活性化し、町全体に

活気と世代のつながりが広がります。観光と暮らしがつながることで、福井の魅力がより深く伝わり、

住む人にとっても、訪れる人にとっても心地よく、何度でも足を運びたくなるような町になることを願っ

ています。地域の力を生かしながら、みんなで未来を育てていけるような福井市を目指したいです。 

 最後に、福井工業大学教授 三寺潤委員より。５から10年後の福井市は、再開発やインフラ投資が

次の段階を迎え、ハード面の整備からソフト面の充実へと重心が移ります。これまでのないものを求

めるまちづくりから、あるものを生かすまちづくりへ、そして福井固有の不易なもの、変わらない本質的

な価値を大切にするまちづくりへと深化、深めていく必要があります。このようなまちづくりを実現する

ためには、地域を深く知り、愛着を持つ町の使い手を育むことが不可欠です。さらに、市民が単なる

利用者である町の使い手にとどまらず、自らも町の作り手となる段階へ発展することで持続可能なま

ちづくりが実現します。 

 以上です。 

○会  長 

 全ての皆様の貴重なご発表、ありがとうございました。 

 今後の審議の際、答申を出すときに大きな力になるものと確信いたしました。また、事務局でも策定

の参考としていただけたらと思います。 

 

（５）その他 

○会  長 

 それでは最後に、議事６の(5)その他について、事務局から連絡事項をお願いいたします。 

○事務局 

 それでは、事務局から第１回目の専門部会の開催日時についてご連絡いたします。 

 日時につきましては、全体会の開催案内を送付した際に事前にお示ししておりますが、再度ご案内

申し上げます。 

 第１部会は、８月４日月曜日15時から17時。第２部会は、８月20日水曜日14時から16時。第３部

会は、８月７日木曜日10時から12時。第４部会は、８月18日月曜日15時から17時。会場は、第１、

第３、第４部会が市役所本館８階第８会議室、第２部会は本日と同じ会場を予定しております。また、

本日開催案内を封筒の中に入れております。 

 なお、出欠につきましては事前にお伺いしておりますが、変更等がありましたら会議終了後に事務局

までご連絡お願いいたします。 

 以上でございます。 

○会  長 

 ありがとうございました。 

 それでは最後に、全体を通して何かご発言、ご質問等ありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

   〔「なし」の声あり〕 

 それでは、本日の議事はこれにて終了したいと思います。 

 長時間にわたり、どうもありがとうございました。 

 ここで事務局に進行をお返しいたします。 

 

７．閉会 

○司  会 
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 内木会長、ありがとうございました。 

 委員の皆様におかれましては、長時間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

 それでは最後に、総務部長より一言お礼を申し上げます。 

○総務部長 

 総務部長の高島と申します。 

 内木会長をはじめ委員の皆様には、長時間にわたりご議論また貴重なご意見をいただきましてあり

がとうございます。また、重ねて貴重なご意見をいただきました。先ほど会長からは、いろんな意見が

あって、これを実は様々な意見を集約していくっていう話にもなるんですが、それぞれの分野、多彩で

あるからこそ将来都市像をまとめていかないといけないんですけど、なかなかどうまとめようかなとい

うのがちょっと悩みどころで、でもさらにまた次の部会では皆さんからご意見いただきながら、何とか

しっかりと１つの将来都市像にまとめていければなというふうに思っております。 

 今まで言いましたとおり、次からは４つの部会に分かれてご審議をいただきます。皆様には大変ご苦

労かけると思いますが、何とぞご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 本日は誠にありがとうございました。 

○司  会 

 それでは、以上をもちまして福井市総合計画審議会第１回全体会を終了いたします。 

 委員の皆様におかれましては、長時間にわたるご審議、誠にありがとうございました。 

（以  上） 
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第九次福井市総合計画審議会（第１回全体会）出席者名簿 

 

№ 所属・団体名等 委員氏名 ふりがな 出欠

1 福井県子どもNPOセンター　理事長 天方　あすか あまがた　あすか 出

2 (公社)福井県観光連盟　観光プロデューサー 荒木　敬司 あらき　たかし 出

3 福井市議会議員 池上　優徳 いけがみ　まさのり 出

4 福井県立大学　学生 池澤　瑠晟 いけざわ　りゅうせい 出

5 (一社)ふくまちマネジメント　理事 岩崎　正夫 いわさき　まさお 出

6 ふくい路面電車とまちづくりの会　会長 内田　佳次 うちだ　けいじ 出

7 公募委員 大嶋　歩 おおしま　あゆみ 出

8 福井市老人クラブ連合会　副会長 大音　桂子 おおと　けいこ 出

9 福井市社会福祉協議会　事務局長 小柏　博英 おがしわ　ひろひで 出

10 (公社)福井青年会議所　理事長 金木　隆敏 かなき　たかとし 出

11 福井大学　准教授 近藤　雄一郎 こんどう　ゆういちろう 出

12 ＪＡ福井県　代表理事副組合長 島﨑　昭彦 しまさき　あきひこ 欠

13 まちづくり福井(株)　駅前強化部長 島崎　あすか しまざき　あすか 出

14 福井商工会議所　専務理事 嶋田　浩昌 しまだ　ひろまさ 出

15 移住者・起業家 髙橋　要 たかはし　かなめ 出

16 (一社)福井県まちづくりセンター　代表理事 竹本　祐司 たけもと　ゆうじ 欠

17 西武福井店　店長 田中　香苗 たなか　かなえ 欠

18 福井市校長会(小・中学校長会)　副会長(中) 田中　典子 たなか　のりこ 欠

19 福井市議会議員（議長） 田中　義乃 たなか　よしのり 出

20 福井市連合婦人会　会長 田村　洋子 たむら　ようこ 出

21 福井工業高等専門学校　教授 辻子　裕二 つじこ　ゆうじ 出

22 福井市議会議員 津田　かおり つだ　かおり 出

23 県・市環境アドバイザー 坪内　彰 つぼうち　あきら 出

24 仁愛女子短期大学　学生 坪川　彩花 つぼかわ　さやか 欠

25 福井大学　学長 内木　宏延 ないき　ひろのぶ 出

26 福井市公民館連絡協議会　会長 中村　准 なかむら　じゅん 出

27 仁愛大学　特任教授 南保　勝 なんぼ　まさる 出

28 仁愛大学　名誉教授 西村　重稀 にしむら　しげき 出

29 福井工業大学　学生 藤田　涼輔 ふじた　りょうすけ 出

30 福井大学　学生 洞口　純花 ほらぐち　すみか 出

31 福井市議会議員（副議長） 堀川　秀樹 ほりかわ　ひでき 出

32 自治体DX化支援デザイナー 前田　聰一郎 まえだ　そういちろう 出

33 福井工業大学　教授 三寺　潤 みてら　じゅん 欠

34 福井市PTA連合会　会長 山川　敏之 やまかわ　としゆき 出

35 福井市自治会連合会　会長 山崎　栄一 やまざき　えいいち 出

36 公募委員 渡辺　正彦 わたなべ　まさひこ 出

（50音順・敬称略） 


